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現
在
、
私
た
ち
の
生
活
は
近
隣
関
係
が
薄

れ
、
隣
に
住
む
人
の
顔
も
知
ら
な
い
と
い
う

状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
は
住
民
同
士
の
協
力
体
制
づ
く
り
が
不
可

欠
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
地
域
の
連
帯
意
識
を

育
て
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
主
防
災

組
織
は
、
阪

神
大
震
災
以

降
「
地
域
の

防
災
力
」
が

注
目
さ
れ
、

全
国
的
に
態

勢
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま

す
。佐

賀
県
で
は
災
害
が
少
な
く
、
消
防
団
の

組
織
率
が
全
国
一
を
誇
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

全
国
に
比
べ
て
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
が

低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
組
織
的
な
防
災
活
動
を
行
う
た
め
に
地
区

や
自
治
会
な
ど
の
単
位
で
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

ろ
う
」
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
住
民
が
自
発

的
に
日
頃
か
ら
市
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
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防
災
に
対
す
る
住
民
の
意
識
が
高
ま
り
、

地
域
に
安
心
感
・
信
頼
感
が
生
ま
れ
、
住
民

間
に
お
け
る
連
帯
意
識
が
高
揚
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
補
助
に
よ
り
防
災
設
備
・
用
具
な

ど
の
整
備
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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市
内
で
は
、
２
月
末
現
在
で　

の
自
主
防

６８

災
組
織
が
地
区
ご
と
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
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も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
自
分
一
人

や
家
族
だ
け
で
は
本
当
の
安
全
確
保
は
で
き

ま
せ
ん
。
地
域
の
安
全
が
守
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
初
め
て
自
分
や
家
族
の
安
全
が
守
ら

れ
る
の
で
す
。

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
、
あ
な
た
の
住
む
地
区
で
も
「
自
主
防
災

組
織
」
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
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神
埼
市
役
所　

総
務
課

�
３
７�
０
１
０
０
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市
道
大
町
橋
・
日
の
隈
線
の
野
寄

交
差
点
は
、
車
の
交
通
量
が
多
く
危

険
で
あ
っ
た
た
め
、
地
区
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
交
差
点
改
良
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
当
交
差
点
に
は
通
行

者
の
安
全
確
保
の
向
上
た
め
に
信
号

機
の
設
置
も
行
い
ま
し
た
。

昨
年　

月
に
田
中
酒
造（
佐
賀
市
蓮

１１

池
町
）に
納
品
し
た
焼
酎
の
原
料
と
な

る
製
粉
し
た
ヒ
シ
の
仕
込
み
か
ら
蒸

留
ま
で
の
作
業
が
終
わ
り
ま
し
た
。
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今
期
は
、
原
酒
（　

〜　

度
）
で

４０

４２

　

リ
ッ
ト
ル
、　

度
程
度
に
薄
め
た

４０

２５

場
合
、
５
０
０�
で
１
６
０
本
分
を

製
造
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
焼
酎
原
酒
を
か
め
で

熟
成
さ
せ
、
味
や
香
り
を
確
認
し
な

が
ら
、
最
も
ま
ろ
や
か
で
お
い
し
い

最
良
の
状
態
を
探
し
、
神
埼
市
の
特

産
品
と
し
て
全
国
に
紹
介
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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市
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月　

日
２６

か
ら
３
月　

日
ま
で
の
日
程
で
開
か

１６

れ
、
条
例
の
改
正
案
や
平
成　

年
度

２１

一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
平
成　

年
２２

度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど　

議
案
が

２５

審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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新
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
今
月
に
市
長
、
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
骨
格
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
で
も
市

民
に
密
着
し
た
事
業
、
当
初
か
ら
事

業
を
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
一
般
会

２２

計
予
算
総
額
は
１
２
６
億
９,
０
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
当
初
予

算
と
比
べ
、
３
・
３
％
、
４
億
１,
１

０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
の
主
な
理
由
は
、
国
の
制
度

に
よ
る
子
ど
も
手
当
の
創
設
、
筑
後

川
土
地
改
良
事
業
負
担
金
の
一
括
償

還
、
昨
年
の
豪
雨
被
害
の
災
害
復
旧

費
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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条
例
案
件
で
は
、
県
の
制
度
に
準

拠
し
、
市
税
条
例
を
一
部
改
正
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
障
が
い
者

の
家
族
所
有
の
軽
自
動
車
税
を
減
免

し
ま
す
。

ま
た
、
せ
ふ
り
保
育
園
設
置
条
例

を
一
部
改
正
し
、
定
員
を
実
態
に
即

し
て　

人
か
ら　

人
と
し
ま
す
。

６０

４５
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平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２１

で
は
、
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
豪
雨

被
害
の
国
庫
補
助
対
象
に
な
ら
な
い

小
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
と
し
て
２,

２
４
３
万
円
、
ま
た
、
国
の
第
２
次

補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
地
域

活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」

の
創
設
に
係
る
農
道
の
法
落
ち
補
修

工
事
費
３,
３
５
３
万
円
、
愛
逢
橋

改
修
工
事
費
２,
４
０
０
万
円
、
森

林
施
業
用
作
業
道
整
備
費
２,
０
９

３
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成　

年
度
一
般
会

２１

計
の
総
額
は
、
１
６
０
億
５,
２
０

２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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平成２２年４月から「児童手当」に代わって「子ども手当」が支給されます。
「子ども手当」では、次世代を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全体で応援するため、
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※手続きが必要となる方には、４月上旬頃個別に案内通知する予定です。
手続きをしないと子ども手当を受給することができません。
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現在児童手当を受給中で、新中学１年生以下の児童
を養育している方は、継続認定となりますので、手続
きの必要はありません。
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・印鑑
・健康保険証（受給者本人のもの）
・預金通帳（受給者名義のもの）

����

・神埼市役所　福祉課
・千代田総合支所　市民福祉課
・脊振総合支所　　市民福祉課
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神埼市役所　福祉課 �３７�０１１０
千代田総合支所　市民福祉課 �４４�２１６７
脊振総合支所　市民福祉課 �５９�２１１１
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神埼市中央公民館
２階和室研修室

１０：００～１２：００
１３：００～１５：００

ご都合の良い時間にどうぞ

１７日（土）
４月

２６日（月）
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神埼市では、市県民税と固

定資産税の前納報奨金制度

を設け実施してきましたが、

社会情勢の変化および全国

的な動向を踏まえ、平成２２

年４月から当該制度を廃止さ

せていただくこととなりま

した。
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神埼市役所　税務課

�３７�０１１４

※納税には便利な口座振替

のご利用を。
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